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学級集団アイデンティティと協力行動を高める要因の検討
―「誇り」と「尊重」に着目して―

西村和代（上越教育大学大学院）
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目 的

学校現場において，学級集団づくりの難しさや学級の

荒れは重大な課題となっている。例えば小学校通常学級

における特別支援児や周囲児の学級満足度からは，一斉

指導と個別指導との両立が容易ではないことが示唆さ

れる（e.g.深沢・河村, 2017）。学級担任の児童一人ひと

りに対するきめ細かい対応が必要とはいえ，学級の全児

童に対して個別指導をすることは容易なことではなく，

児童が学級の一員としての自覚をもち，互いに協力し合

うことが重要になる。 
Tyler&Blader（2001）は，集団アイデンティティを

高める要因を「誇り」と「尊重」であるとして，それら

と集団アイデンティティとの関連，そして「誇り」・「尊

重」と協力行動との関連を明らかにした。さらに，早瀬・

坂田・高口（2011）は医療現場における同僚からの「尊

重」が看護師の役割外協力行動を高めることを明らかに

した。本研究では，学級に対する「誇り」と学級内での

「尊重」が学級という集団に基づくアイデンティティ

（学級集団アイデンティティ）や児童の協力行動に関連

があるかを明らかにすることを目的とする。 
 

方 法

対象者 公立小学校 5，6 年生各 4 クラス 245 名（男子

130 名，女子 115 名）。 
調査時期 2019 年 2 月下旬。 
調査項目 学級集団アイデンティティに関する質問 7
項目（4 件法），学級に対する「誇り」に関する質問 6
項目（4 件法），学級内での「尊重」に関する質問 6 項

目（4 件法），協力行動に関する質問 19 項目（4 件法）

を使用した。協力行動は，役割内協力行動・役割外協力

行動・規範行動の 3 種類で構成し，確認的因子分析の結

果から採用したのは役割内協力行動 5 項目，役割外協力

行動 6 項目，規範行動 5 項目の計 16 項目であった。 
 

結果と考察

まず，分析で使用する各変数についての記述統計量，

および相関分析の結果を Table 1 に示した。6 つの下位

尺度は中程度，または高い有意な正の相関を示した。 
 

各変数の記述統計量，および相関係数

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

次に，小学校において「誇り」と「尊重」から学級集

団アイデンティティと協力行動に至るパスモデルを検

討するため，Amos21.0 を用いてパス解析を行った。そ

こでは，役割内協力行動と役割外協力行動と規範行動の

誤差間の共分散を仮定し，さらに「誇り」・「尊重」から

学級集団アイデンティティと役割内協力行動，役割外協

力行動，規範行動にパスがすべてある場合のパス解析を

行った。5％水準で有意であるパスを残して繰り返し分

析を行ったところ，適合度指標は，χ2(5)=4.601，
GFI=.994，AGFI=.967，CFI=.999，RMSEA=.025 で

あり，十分な適合を示した。採用したモデルは Figure 1
に示す。このモデルを採用した結果，学級集団アイデン

ティティには「誇り」が有意な高い値のパスを，「尊重」

が有意な低い値のパスを示した。また，学級アイデンテ

ィティからは役割内及び役割外協力行動に，「誇り」か

らは全ての協力行動にパスが示される結果となった。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
***p<.001, **p<.01, *p<.05

学級集団アイデンティティと協力行動に

影響を及ぼす要因モデル

本研究で得られた結果から，職場集団だけではなく，

学級集団においても「誇り」と「尊重」が集団アイデン

ティティの強化要因となることが示された。「誇り」と

「尊重」の相関が強く（r =.79, p <.001），「誇り」は全

ての協力行動に影響を与えた。つまり児童が学級に対し

て誇りをもち，さらに学級内で尊重されると感じること

ができれば，学級の一員としての自覚をもつことができ，

協力行動を高めるものと考えられる。 
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高校生における目標志向性と自己肯定感が無気力感に及ぼす影響
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問 題

近年，小学校から成人までを対象とした広い範囲で無

気力感が問題となっている。牧 (2011) は，近年の社会

的要因に加えて，発達的にも行動に対する成果が実感さ

れない経験が蓄積されやすく，自己や環境に対するコン

トロール感を失い，無気力感に陥りやすいと指摘してい

る。また，日本の子どもの自己肯定感は諸外国に比べて

著しく低いため，教育等を通して自己肯定感を高めるこ

とが何よりも重要な課題である (松井, 2017)。 
さらに，黒田・桜井 (2001) は，友人関係場面におけ

る目標志向性について検討している。経験・成長目標な

らびに評価－接近目標は抑うつを生じさせにくく，評価

－回避目標は抑うつを生じさせやすくする効果があるこ

とを明らかにしている (青木・中島, 2011)。 
近年の高校生の特徴として，無気力状態，自己肯定感

や目標志向性の低さについては研究されているが，この

3 つを関係づける研究はほとんど行われていない。そこ

で本研究では，自己肯定感と目標志向性が無気力感にお

よぼす影響について検討を行った。 
方 法

調査対象者

私立高校に通う高校生1年生から3年生の731名を対

象に調査を行った。回答に不備があった質問紙を削除し

た結果，655名を分析対象者とした。 
調査実施時期

調査時期は2018年5月下旬から6月中旬に行った。 
調査用紙

目標指向性：友人関係場面における目標志向性尺度 
(黒田・桜井, 2001) を用いた。 自己肯定感：自己肯定

意識尺度短縮版 (平石, 1993) を用いた。 無気力感：

無気力感尺度 (下坂, 2001) を用いた。 
結果および考察

各尺度各因子の信頼性を確認するためにα係数を算出

した。その結果，使用した質問紙のα係数は，概ね高い

値が得られた (α = .66～.89)。 
目標指向性，無気力感，自己肯定感に関して，性別，

学年において差がみられるかどうかを検討するため，目

標指向性3因子，無気力感3因子，自己肯定感6因子を

従属変数とし，学年および性別を独立変数とする2要因

分散分析を行った。その結果，交互作用は全て有意では

なかった。性の主効果について，目標志向性において，

経験・成長目標は男子より女子の方が高かった。自己肯

定感において，被評価意識・対人緊張は男子よりも女子

のほうが高かった。さらに，学年の主効果について，目

標志向性で，評価―接近目標において１年生より 3 年生

の方が高かった。無気力感において，自己不明瞭で1年

生より2年生の方が高かった。 
次に，パス解析を実施した。モデル全体の適合度は 

GFI = .81，AGFI = .48，CFI = .79，RMSEA = .23であ

った (Figure 1)。分析の結果，「自己不明瞭」は「被評

価意識・対人緊張」から正の影響を受けていた。また，

「他者不信・不満足」は「自己受容」と「自己実現的態

度」から負の影響を受けていた。さらに，「疲労感」は「自

己実現的態度」から負の影響，「被評価意識・対人緊張」

から正の影響がみられた。 
以上のことから，評価されることや相手の言動に対し

て過敏である傾向は，自己に対する理解が不明瞭である

ことや日常の疲れを増加させることが明らかになった。

一方，「自己受容」および「自己実現的態度」が「他者不

信・不満足」を抑制する傾向がみられたことについて，

自身に肯定的であり，物事に意欲的に取り組む姿勢は，

孤独感や他者に対しての不信感，疲労感を減少させるこ

とが明らかになった。 
各因子の平均値および標準偏差

分析結果モデル (有意なパスのみを表記)。 
※ *p < .05, **p < .01 

性別 M SD M SD M SD
男 29.82 5.35 30.53 6.24 31.39 5.18
女 31.10 4.97 31.24 5.31 31.92 4.90
男 19.41 4.94 19.62 4.95 20.80 4.07
女 20.12 4.82 20.39 4.20 21.25 4.40
男 20.25 5.58 19.95 5.55 20.41 4.85
女 19.48 4.62 20.06 4.64 20.44 4.37
男 24.74 7.64 26.05 7.10 25.39 7.91
女 23.47 7.62 26.43 7.44 24.37 7.58
男 19.31 5.96 19.29 6.11 18.50 5.42
女 17.87 5.64 19.37 5.61 19.41 6.34
男 21.38 6.33 22.19 6.55 21.46 7.12
女 20.06 6.99 22.36 7.07 21.65 6.74
男 15.32 2.92 15.45 3.48 15.60 3.51
女 15.84 3.33 15.67 2.77 15.55 3.38
男 23.64 6.21 23.02 5.66 23.89 5.86
女 24.86 5.87 22.85 5.71 23.66 5.96
男 26.62 6.33 25.81 6.55 26.54 7.12
女 27.94 6.99 25.64 7.07 26.35 6.74
男 19.86 7.38 20.23 7.58 19.89 7.22
女 19.06 7.25 20.50 7.20 21.11 7.35
男 23.61 5.40 22.70 5.42 22.43 5.47
女 22.97 5.78 22.54 5.16 23.02 5.76
男 20.04 6.30 20.59 6.25 20.69 6.25
女 20.76 6.20 22.31 6.04 22.04 6.16
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